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育成コーチ養成プロジェクト 

 

■目的 

育成年代の指導の核となる人材を発掘し、全国各地で質の高い指導ができる人材（指導者）を養成する。現在

の育成コーチの課題を踏まえ、具体的に以下の内容に取り組んでいく。 

 

■課題 

 ＊指導者の質の向上 

 ＊人間教育を含めた育成 

 ＊専門性へのアプローチ（育成のスペシャリスト） 

 

■内容 

Phase 1  種まきと見極め 

 1－1 国内研修を通じて、核となる人材の発掘・養成 

  a) 47FA ユースダイレクター研修、47FA チーフインストラクター研修 

  b) J クラブユースコーチとの交流 

  c) モデル地区トレセン担当者との交流 

 1－2 核となる人材への集中育成 

a) 海外研修 + 帰国後合同研修によるディスカッション（ビジョン：幹の共有） 

b) Special Course の実施（スペインサッカー連盟との協力） 

c) 地域展開へのシナリオ作成 

Phase 2 地域への展開 

a) 地域展開の義務づけ 

b) 指導者養成拠点の整備・・・リフレッシュ研修・講習会トライアルの日常化 

c) 47ＦＡトレセンコーチ・インストラクターとの交流 

d) 地域での指導者養成プログラムの実践 

Phase 3 育成コーチのリスペクトされる環境創り 

    47ＦＡ幹部/クラブ社長・ＧＭへの働きかけ 

    育成コーチの評価・・・じっくり育てる 

    育てた指導者への評価（陽を当てる）→ ブルーぺナントの発展・展開 

    健全育成クラブキャンペーン 

    育成ライセンス体系の整備 

      カリキュラムのブラッシュアップ ―質（創造性）の追求 

      Equiivalency－UEFA/AFC との連携 

      Youth/AcademyDirector 資格との連携 

 

■各事業詳細 

Phase 1－2  

a) 海外研修 （JFA Study Group Visit） 

・地域の育成活動の核となる人材への集中投資 

・育成の幹となる考え方や指導方法の整理・確認  
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共通項
・プレーの土台となる人間性や社会性
・それらを養うための指導者→選手への接し方（指導の仕方）

 
・4 カ国を訪問（ドイツ・フランス・アルゼンチン・メキシコ） 

     ・メンバー:47FA ユースダイレクター・47ＦＡチーフインストラクター 

Ｊクラブアカデミーコーチ・モデル地区トレセン担当コーチ・女子コーチ他    

             【メンバー選考のポイント】 

              ・ピッチでの指導力 

              ・リーダーシップ 

              ・指導者としてのパーソナリティー 

             【メンバー選考（地域指導者）の手順】 

              ・地域ユースダイレクター他の推薦 

              ・上記ポイントをもとに優先順位づけ 

     ・ スケジュール 

         3 月 17 日（水） ホテル＠成田集合・事前ミーティング 

       3 月 18 日（木） 各国へ渡航 

       3 月 30 日（火） 各国から帰国 

       3 月 31 日（水） ホテル＠成田集合・事後ミーティング・解散 

 

    ・各国での活動内容 

       ＜ドイツ＞ 

         訪問先：プロクラブ（シュトゥッツガルト・カールスルーエ・ホッフェンハイム・フライブルグ） 

               トレーニング視察・ゲーム視察 

               ドイツ連盟が実施する地区トレセン活動 

               地域拠点コーディネーター活動視察 

       ＜フランス＞ 

         訪問先：クレールフォンテーヌ 

・トレーニング視察・ＪＦＡアカデミーcamp 視察・ゲーム視察 

・最高責任者：アンドレ・メレル氏講義 

               プロクラブ（リヨン・グルノーブル） 

・トレーニング視察・ゲーム視察 

               ・育成コーチ・ＧＭからの講義 

       ＜アルゼンチン＞ 

         訪問先：アルゼンチンサッカー協会 

               ・コーチングスタッフ、執行部からの講義 

               プロクラブ（ボカ・ジュニオール、ベレス、ラヌス） 
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               ・トレーニング視察、ゲーム視察 

＜メキシコ＞ 

         訪問先：プロクラブ（プーマス） 

               ・トレーニング視察、ゲーム視察、コーチングスタッフからの講義 

               メキシコサッカー協会指導者養成学校視察・ 

      

・帰国後の活動（義務と役割） 

        国内研修への参加 

・Ｓｐｅｃｉａｌ Ｃｏｕｒｓｅへの参加 （日程・場所：未定） 

・47FA ユースダイレクター研修、47FA チーフインストラクター研修（該当者のみ） 

・その他 

メンバーの役割 ：各地域における育成活動全般 

・リーグ戦化の推進 

・育成指導者への研修（B 級コーチ養成講習会への協力他） 

・モデル地区トレセン活動での指導・巡回、その他 

 

b)Special Course の実施 

 

＜スペインサッカー連盟との育成指導者養成コースの開設準備および実施＞ 

（First Step) スペイン連盟トレーニングコース参加 

       派遣期間：４月４日（日）現地着～４月１０日（土）現地発 

           ・トレーニングコース受講 

           ・日本招聘インストラクター、招聘期間、条件 その他の協議 

(Second Step) 研修会の実施Ⅰ 

        日時：調整中 

             ※４７ＦＡチーフインストラクター研修に合わせて 

             ※Ｊクラブ指導者他、育成プロジェクト参加者等を対象 

        場所：Ｊヴィレッジ  招聘インストラクター予定：ヒネス・メレンデス・ソトス氏 +（アシスタント） 

(Third Step) 研修会の実施 Ⅱ 

        日時：１０月（予定） 

             ①約１週間 育成年代の核となる人材への研修（上記Ⅰに継続して実施） 

             ②①以外の期間で、ＪＦＡ指導者講習会を巡回、リフレッシュ研修他 

        場所：未定  招聘インストラクター予定：ヒネス・メレンデス・ソトス氏 +（アシスタント） 

     上記の 3 ステップを通じて、「育成年代の指導者養成機関」の定期開催について検討する。 

 

  ＜ＦＩＦＡ Grassroots Seminar＞ 

         日時：５月１２日（水）～１６日（日） 

         場所：J ヴィレッジ 

         内容：6～12 歳の子供たちへの指導に関するセミナー及びフェスティバル 

 

 


